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提案団体紹介 

東北ＨＩＶコミュニケーションズ（ＴＨＣ）  １９９３年１２月設立 
 
 ＜団体のミッション＞ 

 ＨＩＶ感染症／エイズによって自らの生命や生き方に影響を受けた人々が共に生きる社会を
創る 

 疾病やセクシュアリティなどに刻まれたスティグマを克服し、自らの力を回復して、自己決
定のもとに生を歩めるようにする 

 

 ＜構成員＞ 活動会員１０名 事務局と相談員 
 その他、やろっこボランティア、セクシュアリティ夜間学校ボランティア 

 

 ＜これまでの取り組み＞ 
 世界エイズデーせんだい・みやぎ、厚生労働省エイズ対策研究事業 
 エイズ電話相談、面談・同行支援、ＨＩＶに関する人材育成とネットワーク（共に学ぶ講座
開催） 

 ＨＩＶ・セクシュアリティ・性的自立～支えあう学習会開催（２０１２～２０１５） 
 セクシュアリティ夜間学校（２０１６～） 多様な性の当事者のネットワークと人材育成 
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• 多様な性のあり方について行政担当者・事業者・当事者・一般市民
それぞれが理解を深め、社会的な意味を見出し、互いにこの課題を
自分ごとと捉えられる協働の場を創出する。 

 

 

 

事業の目的 
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事業内容 ４つの実施事業 

①にじいろスピーカー派遣 

②啓発資材：「にじのたね」の発行 

③コミュニティスペース「にじのひろば」 

④せんだいレインボーDay 
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① にじいろスピーカー派遣 

• 5/14まで意向調査を実施、3/18まで効果評価アンケートを実施 

• ４５部署で対応を実施または検討中で、３２部署で対応の必要性を
感じている。１３部署では事業の利活用を検討している状況が把握
できた。 

• ５部署より利用活用したい、８部署より検討中との回答を得た。 

• ５部署にスピーカーを派遣した。103名が参加した。 

• 派遣を行った部署： 総務局厚生課（7/11実施） 、消防局宮城野消
防署（7/26，27実施） 、水道局水質管理課（8/30実施） 、青葉区中
央市民センター（9/12実施） 、市民局市民協働推進課（3/12実施） 
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② ニュースレター「にじのたね」 

 Vol.1 2,000部 6/1発行 

にじいろ協働事業の紹介、レインボーフラッグとプライド月間、多様な
性とは？、 実施団体と男女共同参画せんだいプランの紹介、せん
だいレインボーDay 

 Vol.2 3,000部 9/1発行 

せんだいレインボーDay報告、学校と多様な性、多様な性と共に成長
すること、ユース団体紹介と相談窓口紹介、にじのひろば 

 Vol.3 3,000部 12/15発行 

男女共同参画推進せんだいフォーラム２０１８参加報告、当事者／ア
ライインタビュー、にじいろスピーカー派遣紹介 

 Vol.4 4,000部 3/20発行  

にじいろ協働事業第Ⅰ期報告、にじのひろばでの座談会、第Ⅱ期の
お知らせ、ボランティア募集 
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③ コミュニティスペース「にじのひろば」 

毎月第４日曜日１３：３０～１７：３０ エル・パーク仙台５階創作アトリエ 

 7/22、8/19、9/23、10/28、11/25、12/23、1/27、2/24、3/24 

 ９回実施し、延べ100名程度の参加があった。 

• 談話スペース、読書スペース、手仕事スペース 

 を設け、参加者が互いにプライバシーを守って 

 安全な場を作り安心して交流できる場とした。 

• 多様な性のミニ講座、にじいろライフヒストリー 

• にじのたねVOL.2、にじいろ協働事業HP、 

 SNSにて広報 

 7 



 OUT IN JAPAN 500人展 

 「私はワタシ～over the rainbow」   
上映会 

 ヒューマンライブラリー 

清貴 & WE ARE ONE CHOIR        
スペシャルコンサート 

にじの交差点 

 

• のべ560名参加 

• ボランティア30名 
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多様な性とともに育つ  
   ～ 「カランコエの花」上映会とシンポジウム 

・男女共同参画推進せんだいフォーラム２０１８へ参加 

   多様な性とともに育つ  

       ～ 「カランコエの花」上映会とシンポジウム 

第1部  「カランコエの花」上映会 

 第2部 講演「若者の居場所づくり」 

 第3部 シンポジウム 

 「多様な性とともに育つこと」 

    遠藤まめた氏   角田秀晴氏 

    赤井慧氏  小浜耕治 

・70名が参加 
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事業の達成度 
多様な性のあり方の理解促進 

 事業の認知・活用 

 スピーカー派遣43％認知・4.8％活用 

 にじのたね76％認知・12％活用 

 各課の課題認識 

 17.8%→26.0% 取組み・始時比146% 

 30.4%→46.7% 必要性・始時比154% 

⇒行政への浸透は時間がかかる 

  数年にわたる継続が必要 

 市民の広範な理解は難しい 

 イベント参加者は理解を深めた 

⇒イベント参加者が生活圏で 

  広げられるツールが必要 

 

協働の場の創出 
 男女共同参画せんだいプランに

沿った事業展開 

 にじいろキャンバスＳＥＮＤＡＩ 
 これまでつながりのなかった市民

のボランティア参加 30名 

 にじのひろばで、つながりのなかっ
た当事者との出会い 

⇒仙台市との協働という安心感 

  協働事業ならではの成果 
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各課の認知と「意識」の変化 
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多様な性のあり方 理解度の変化 
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これまでは繋がりの薄かった
アライの参加があり、イベント
後も継続する協働事業体「に
じいろキャンバスSENDAI」が構
成された。 

これが仙台地域での多様な性
のあり方をめぐる協働のプラッ
トフォームとなった。 

協働のプラットフォーム 
にじいろキャンバスSENDAI 
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今後の活動 

にじいろ協働事業 第Ⅱ期の展開 
 ４つの事業の継続・発展  ⇒ より広範で深化した市民の協力 

 教育指導課との協働  ⇒ 学校等での取り組みの強化 

 テーマの明確化  ⇒ 教育、広く市民の協力を募る 

 市事業として恒常的な取組みへ 

 

新たな政策提言 
 包括的支援策 ⇒ 社会的包摂、パートナーシップ制度、性別変更の支援 

 レインボー宣言 ⇒ 市各部局の意識喚起と、市民への訴求力の強化 

 議会超党派での取組みの提案 
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